
９
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
に
、
平
成
22
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
や
人
事
案
件
、
21
年
度
各
会
計

の
決
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
な
ど
の
審
議
は
、
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
に
付
託
。
一
般
会

計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
13
日
か
ら
３
日
間
で
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
日
目
に
行
な
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
柴
田
勇
雄
、
橋
場
清
廣
両
議

員
が
登
壇
し
、
観
光
、
公
共
施
設
維
持
管
理
、
災
害
、
中
間
決
算
な
ど
諸
課

題
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

21
年
度
一
般
会
計
は
支
出
総
額
55

億
５
８
０
２
万
円
で
、
前
年
度
比
４

億
２
５
１
万
円（
７
・
８
㌫
）の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
６
特
別
会
計
の
支
出
総
額

は
25
億
１
６
０
５
万
円
で
、
前
年
度

比
１
億
３
１
９
８
万
円（
５
・
０
㌫
）

減
少
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
収
支
決
算
は
、
下

表
の
と
お
り
一
般
会
計
と
６
特
別
会

計
と
も
す
べ
て
黒
字
決
算
で
す
。

21
年
度
は
、
行
政
改
革
推
進
実
施

計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
地
方
債

残
高
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
22
年
３

月
31
日
現
在
で
数
値
目
標
64
億
円
に

対
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
後
で
国

か
ら
全
額
交
付
さ
れ
、
町
の
負
担
が

な
い
）
を
除
い
た
残
高
は
60
億
２
６

７
５
万
円
で
、
進
捗
率
１
１
３
・
３

㌫
と
目
標
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
厳
し
い
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
経
費
節
減
に
努
力
し
た

結
果
、
基
金
は
増
加
し
、
起
債
と
人

件
費
は
減
少
す
る
な
ど
、
各
種
財
政

指
標
は
好
転
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
主
財
源
が
依

然
と
し
て
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
健
全

な
行
財
政
運
営
を
望
み
ま
す
。
特
に

決
算
審
査
意
見

財政健全化判断比率は「健全」
財政健全化法に基づき、21年度における一般会計

や特別会計、第３セクター等の決算を含めた各指標
は、いずれも基準を下回りました。
早期健全化基準を超えた場合には、「財政健全化計

画」の策定などが義務付けられ、国・県の関与を受け
ることになります。

●健全化判断比率
各　　指　　標 21年度 20年度 比　較

赤 字 比 率（ 15％） 赤字なし 赤字なし －

連結実質赤字比率（ 20％） 赤字なし 赤字なし －

実質公債費比率（ 25％） 15.3％ 16.8％ △1.5％

将 来 負 担 比 率（350％） 44.0％ 65.6％ △21.6％

※ 各指標の（ ）内の％は、早期健全化の基準で、数値
が低いほど健全である。

●資金不足比率
経営健全化基準は20％で、簡易水道事業、農業集

落排水事業、病院会計事業のいずれも資金不足は発生
していません。

21年度決算を満場で認定

一般会計の支出をわが家に置き換えると
（55億5,802万円を100万円に置き換えた場合）

21年度会計別決算状況
会　計　名 収　　　入 支　　　出 収支差引額

一 般 会 計 59億8,272万円 55億5,802万円 4億2,470万円
国民健康保険事業 11億7,262万円 11億6,092万円 1,170万円
簡 易 水 道 事 業 2億8,576万円 2億7,347万円 1,229万円
老 人 保 健 事 業 6,993万円 6,907万円 86万円
農業集落排水事業 2億958万円 2億22万円 936万円

後期高齢者医療事業 6,966万円 6,596万円 370万円

国 保 病 院 事 業 8億9,219万円 7億4,641万円 1億4,578万円

合　　　計 86億8,246万円 80億7,407万円 6億839万円

も
滞
納
額
に
つ
い
て
は
、
差
し
押
さ

え
た
物
件
を
公
売
す
る
な
ど
し
て
、

各
会
計
と
も
前
年
度
と
比
較
し
て
減

少
こ
そ
し
て
い
ま
す
が
、
負
担
の
公

平
を
期
す
よ
う
引
き
続
き
努
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
不
納
欠
損
に
つ
い
て
も
滞

納
者
整
理
世
帯
票
を
整
備
し
、
そ
こ

に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
記
録
す
る
な

ど
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
が
果

た
せ
る
よ
う
な
事
務
処
理
を
望
み
ま

す
。

住宅ローン等
17万6,000円衣類・家財・

車等
12万8,000円

小遣い・交際費
11万1,000円

税金・年金・
保険料等

25万7,000円

貯　金
9万円

医療費・学費
6万4,000円

食費・
光熱水費

17万4,000円

人件費
9億6,966万円

55億5,802万円
公債費

9億7,910万円
建設事業費
7億847万円

物件費
6億1,912万円

負担金等
14億2,259万円

積立金
5億207
万円

扶助費
3億5,710万円

学校情報通信技術環境整備で導入したパソコン
で環境学習を行なう小屋瀬中学校の生徒たち　

支出総額 80億7,407万円
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